
全ての在学生を対象にした
AI・データサイエンス科目が始動！
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　私にはとても大切にしている贈り物があります。それは私が

高校生であった時、8 歳の M ちゃんという女の子からもらった

木でできた小さなきつねのおもちゃです。M ちゃんは生まれて

間もなく父親を亡くし、母親は精神的な病となり入院をしてし

まったために、幼い頃からずっと児童養護施設で暮らしていま

した。その施設で里親制度が始まり、私の両親が M ちゃんの

里親となり、夏休みや冬休みなど学校の長い休みの時に私の

家に泊まりに来ることになりました。初めて M ちゃんが暮らし

ている施設に遊びに行った時のことです。M ちゃんは私を見る

とうれしそうに部屋を案内してくれて、M ちゃんの持ち物が全

て入っている小さなロッカーを開けて見せてくれました。私は

顔には出しませんでしたが、Mちゃんの持ち物が小さなロッカー

に納まってしまうくらい少ないことに衝撃を受けました。それ

に比べて私はなんて多くの物を持っているのだろうと申し訳な

いような気持ちになりました。すると驚いたことに、M ちゃん

はロッカーの中からゴソゴソと小さなきつねのおもちゃを取り出

して、「これ、あげる」と私にくれようとするので、私は「いいよ、

いいよ、だいじょうぶ」と言ってやんわりと断ると、小さな腕を

ピンと伸ばして、「これ、あげる」と何度も言うので、私は胸が

熱くなってしまいました。M ちゃんは有り余るほどのたくさんの

おもちゃの中から自分のいらない物をくれようとしたのではな

かったことがよく分かっていたからです。このおもちゃは私と仲

良しになったしるしに、数少ない大切なおもちゃの中からプレ

ゼントしてくれた M ちゃんの心のこもった贈り物でした。私が

小さな頃に遊んでいたおもちゃは全てなくなってしまいました

が、この M ちゃんから頂いたおもちゃだけは大切にとってあり

ます。

　聖書（マタイによる福音書２章）には、救い主のお誕生をお

祝いするために遠い東の国からやって来て、心のこもった贈り

物をささげた東方の博士たちのことが記されています。博士た

ちはバビロン地方からやって来たと考えられています。歴史を

さかのぼりますと、紀元前 586 年に新バビロニア帝国によって

南王国ユダが滅ぼされ、バビロンへ捕囚された多くのユダヤ人

たちが紀元前 537 年にペルシア王キュロスによって解放されま

した。しかし解放後もバビロンに残ったユダヤ人たちがおり、

彼らはバビロンの人々に、救い主についての預言を伝えたと言

われています。当時、宗教儀式に関わり占星術の知識を持って

いた博士たちは不思議な星を見つけ、500 年以上も昔にユダヤ

人によって伝えられた新しい王、救い主の誕生の預言を答えと

して見いだしました。星の輝きに導かれて、はるばる二千キロ

も離れたバビロンから救い主のお誕生のお祝いに駆け付けた博

士たちは、黄金・乳香・没
もつ

薬
やく

をささげました。これらは当時大

変高価なもので占星術に用いる物でした。博士たちは最も大切

な宝物を幼子イエスにささげました。贈り物には贈る人の心が

こめられています。

　二千年前にこの世界にお生まれになったイエス・キリストは、

神様から私たちへのクリスマスプレゼントです。「神は、その独

り子をお与えになったほどに、世を愛された」（ヨハネによる

福音書３章 16 節）と記されています。クリスマスに与えられた

キリストこそ、神様の愛の現れであり、その愛は私たち一人ひ

とりに向けられています。キリストは、目に見えなくても霊的な

おかたとして、いつも私たちのそばにいて、私たちを守り愛し

てくださっています。この神様からの贈り物を私たちの心にお

迎えすることがクリスマスです。キリストを心にお迎えすると、

心がキリストを通して神様の愛と恵みで満たされて、私たちの

心は変えられ、生きる力と勇気が与えられます。争いの絶えな

いこの世界にあって、全ての人々に平安と平和をもたらすため

に来られたイエス・キリストによって、私たち自身が平和を創り

出す者へと変わることができますように。これから迎える新し

い一年、神様の祝福がお一人おひとりの上に豊かにありますよ

うにお祈りしています。

心のこもった贈り物

佐野 正子   SANO Masako

人文学科 哲学専攻 教授
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今、あらゆる学問分野で、AI（人工知能）・データサイエンスの重要性が増しています。
本学は 2024 年度より「全学共通カリキュラム」に新しい科目群「AI・データサイエンス・スタディーズ」を設置。
独自の教育プログラムで AI・データサイエンスに関する学習機会を全ての学生に提供しています。

全ての在学生を対象にした
AI・データサイエンス科目が始動！

AI・データサイエンス科目の履修について

履修イメージ

使用例

※「早稲田大学連携科目」を履修し、規定の単位を修得し
た場合は、早稲田大学データ科学センターより修了証の
発行を受けることができます。

　1年次の必修科目として、大学生として必要不可欠なコンピュータの基礎的なスキル、データに基づいたレポート

や論文の書き方について学ぶ「DS・ICT 入門 I・II」を開講。その上で、本学での対面授業を選択履修するか、フ

ルオンデマンド形式の「早稲田大学連携科目」（2024年度後期より開講）を履修することによって、AI など急速な

テクノロジーの進展とそれに伴う社会変化に対応できる力の獲得を目指します。

　履修後に行ったアンケートでは、多くの学生が
「有意義だった」「大学生活を送る上で役に立った」
と回答しています（以下抜粋）。
●データベースの使い方など学ぶことができ、大学
での学びを始めるための基礎作りができた。
●レポートの書き方や著作権問題なども知ること
ができ、他の科目でも役立った。

　4段階のレベルが設定され、各レベルの修了者にはオー
プンバッジ（デジタル証明書）が授与されます。オープンバッ
ジは国際標準規格であり、X（Twitter）
やFacebook、LinkedinなどSNSの
個人アカウントでの公開も可能です。

基
礎
的
ス
キ
ル・知
識
の
習
得

D
S
・
I
C
T
入
門
Ⅰ
・
Ⅱ

対面授業内で教員の指導を受けながら
実践的に学ぶ

実
践
的
な
ス
キ
ル
の
習
得

リ
テ
ラ
シ
ー
レ
ベ
ル

応
用
基
礎
レ
ベ
ル

リ
テ
ラ
シ
ー
級

（
ノ
ン
デ
ィ
グ
リ
ー
）

初
級（
ノ
ン
デ
ィ
グ
リ
ー
）

中
級（
ノ
ン
デ
ィ
グ
リ
ー
）

専
門
応
用
レ
ベ
ル（
自
ら
の
専
門
分
野
で
の
実
践
）

エ
キ
ス
パ
ー
ト
レ
ベ
ル（
卒
業
論
文
・
研
究
で
の
実
践
）

学科専攻の学びを進めながら
効率的に学ぶ

AI・データサイエンス科目

早稲田大学連携科目

必
修
科
目（
1
年
次
）

各レベルの修了者には “オープンバッジ” 授与
AI・データサイエンス教育プログラム

「DS・ICT入門Ⅰ」履修生の声

SPECIAL FEATURE
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「東女数理・夏の学校 2024」

　7月2 日（火）、本学は日本最大の IT サービス企業である株式

会社 NTT データグループと、AI 教育に関する連携協定を本

学キャンパスにて締結しました。

　今後、この協定に即して、本学の長年にわたるリベラルアー

ツ教育の実績と、最先端の AI 開発・研究などに取り組んでい

る NTT データグループのリソースと知見を生かしつつ、急

　2024年度後期からスタートした「早稲田大学連携科目」は早稲

田大学と同じカリキュラムによる科目をフルオンデマンド形式で

提供。受講生は、早稲田大学のバーチャルオフィスで学生ラーニ

ングアシスタントに質問をしたり、指導を受けたりすることがで

きます。

　「早稲田大学連携科目」は「リテラシー級」「初級」「中級」

の3段階のレベルの科目によって構成され、2024年度は「デー

タ科学入門α」と「データ科学入門β」のリテラシー級2科目

を開講。2科目とも修得した学生には、早稲田大学データ科学

センターより「リテラシー級（ノンディグリー）」の認定証が

発行されます。

　既に「早稲田大学連携科目」には多くの学生から履修希望が

あり、本学学生の AI・データサイエンス分野への関心の高さ

がうかがえます。2025年度以降、順次「初級」「中級」の科目

を開講します。

　本学の理系学科である「数理科学科（2025年度から情報数理科学

科に名称変更）」をよく知ってもらうことを目的に、高校生を対象に

学科主催で8月に開催しました。これまでのオープンキャンパスに

よる学科紹介より、もう一歩踏み込んだ形でのイベントとするため、

既に私たちの日常生活の一部となりつつある「AI」についてさまざ

まな視点から実践を交えて体験できるプログラムを開催しました。

　まず春名太一教授（数理科学科情報数理科学専攻）による「AI っ

て何をしているのだろう？～数理的視点から～」では、「関数」をモ

チーフに AI の基本的な仕組みを手計算を交えて実践的に理解すると

いうユニークな講座が行われました。

　続いて「AI アバターを用いたデジタル企画」と題した NTT デー

タグループ社員による講座を開催。3D モデルのアバターと AI 対話

機能を持つ「デジタルヒューマン」に使われている技術解説に加えて、

AI アバターの制作実演やデジタルヒューマンとの会話体験なども実

施しました。最後に参加者が当日の体験を通して「デジタルヒュー

マンはどんなことに使えそうか？」というテーマで意見交換を行い

ました。

速に進化する生成 AI を柱とした AI に関する実践的な教育プ

ログラムを2025年までに共同で開発・実施するなど、本学の

AI・データサイエンス教育の開発と運営に産学連携体制で取

り組んでいきます。

　現在、連携協定に基づく具体的な取り組みとして以下の３つ

を実施、予定しています。

早稲田大学のバーチャルオフィス

NTT データグループの担当者による「AIアバターを用いたデジタル企画」の様子

デジタルヒューマンの
活用イメージ

株式会社NTTデータグループとAI 教育に関する連携協定を締結

「早稲田大学連携科目」とは？

SPECIAL FEATURE
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伝統のリベラルアーツと

「AI・データサイエンス」の融合が

情報化社会を生き抜く力を育む

「AI・データサイエンス
教育研究センター」

2024年度 秋の連続講座

『ようこそ！AI の世界へ』

産学連携コラボレーション講義

　現在、私たちの日常生活のさまざまな場面で AI（人

工知能）が活用されています。特に文字などの入力で

テキストや画像などのコンテンツを生成する学習能力

を有する「生成 AI」は、私たちの予想をはるかに上回

るスピードで急速に発展し、社会やビジネスの在り方自

体を大きく変えようとしています。AI や機械学習、数

学と統計、プログラミングを組み合わせて、与えられ

たデータを実用的に考察する「データサイエンス」は、

今や“身に付けておくべき当然の知識”となりました。

社会においても、企業における顧客データの分析やマー

ケティング、Web サイトやアプリなどで表示される広告

の最適化、交通情報の把握、気象データの分析、医療、

薬学などあらゆる分野の中で活用されています。

　本学では、AI・データサイエンス教育の強化に加え、

データサイエンス副専攻、AI・データサイエンス教育

プログラム内の単位取得によるオープンバッジの発行、

早稲田大学連携科目におけるノンディグリーの認定に

関する制度を整えました。これらの仕組みが、多くの

学生たちにとって目標を明確化する助けとなり、日々の

学びの励むきっかけとなることを願っています。

　本学の伝統的なリベラルアーツの学びに、本センター

が提供する多彩な「AI・データサイエンス」に関する

学び、そして各学科・各専攻内での専門的な学びを融

合させることで、本学を巣立った人たちが複雑な情報

化社会の中で、しっかりと軸足を定めて活躍してくれる

ことを願っています。

　本センターは、数理・データサイエンス・AI 教育および研

究を確立・強化し、その理解と必要な基礎力を涵養するととも

に、当該分野の研究をけん引してゆく人たちの育成を目的とし

て設置され、2022年度よりデータサイエンス副専攻を運営して

います。2024年度からは、基礎的な知識・スキルを身に付ける

「DS・ICT 入門Ⅰ・Ⅱ」を初年次教育として全学で必修化し、

文系学生にも対応した「AI・データサイエンス教育プログラム」

を新たにスタートさせました。学科・専攻の枠を越えて、多様

なデータ分析の方法を理解し、そこから有益な情報や知見を引

き出す分析力を身に付けるカリキュラムとなっています。

　私たちの社会を大きく変えようとしている「生成 AI」を含

む AI についての連続講座（全5回）を、10月24日（木）より毎

週木曜日に本学キャンパスで開催。株式会社 NTT データグ

ループの社員と本学教員が講師を務め、講義とグループワーク

によって AI への理解を深めました。本講座は本学学生だけで

なく、卒業生、武蔵野

地域五大学、国際基督

教大学の学生も対象と

し、多彩な顔ぶれの参

加者が教室に集いまし

た。

　2025年度後期から AI をテーマにした産学連携でのコラボ

レーション講義を開講予定です。この講義は、AI の開発・研

究などに取り組む NTT データグループの社員と、データサイ

エンス・AI 研究に従事する本学の教員が協力して実施し、正

規授業として開講します。数理教育をベースにしたアカデミッ

クな学習に加え、生成 AI の具体的な個別事例を用いた応用、

AI の課題などについて、アクティブラーニングや問題解決型

学習の手法などを用いながら、学生の関心に応じて実践的に学

べる講義を目指しています。

竹内 敦司

数理科学科
情報数理科学専攻　教授

TAKEUCHI Atsushi

AI・データサイエンス教育研究センター長からのメッセージ

SPECIAL FEATURE
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卒業生インタビュー

東
京
女
子
大
学
の

ワ
ー
ク
キ
ャ
リ
ア
＆
ラ
イ
フ
キ
ャ
リ
ア

卒業後も学び続け、 仕事をする上で必要な知識を身に付けると同時に、

ライフステージの変化で得た新たな視点を生かして自分の力に変えていく、

そんな卒業生からのメッセージをお届けします。

西島 くみ子さん

独立行政法人国際協力機構（JICA） 
民間連携事業部

　現在、独立行政法人国際協力機構（JICA）の民間連
携事業部で、途上国向けの融資案件のモニタリングや、
日本企業の新規事業投資に関する調査スキームを担当し
ています。卒業論文でも「中央アジア地域の水資源管理
問題における日本企業の投資アプローチ」について触れ
るなど、かねてから途上国における民間資金活用に関
心があり、現職に至りました。
　JICAという組織において“一人で遂行できる業務”は
なく、どんなときも内外の関係者との協働が求められま
す。専門的な知見を持つ自他部署の先輩方や、協調融
資行としてこの上なく心強い国際金融機関のチームに教
えを乞いながら、どうにか問題解決することも多々あり
ます。トラブルが起こると「今までで一番辛かった、もう
やりたくない」と思うのですが、周囲の方々の“途上国の
国造りに対する熱い思い”に触れるたび、「また明日も頑
張ろう」という気持ちになり、自らを鼓舞しています。
　　東京女子大学には「積極性」の雰囲気が根付いて
おり、人がやりたがらないことを進んでやろうとしたり、
寮やサークル、学術団体といったコミュニティの中で、「自
分は何ができるか」を考え、実践する友人が多かったよ
うに思います。在学中は母校のフィロソフィーをあまり意
識していませんでしたが、今振り返ると、大学の「SS※

精神」は存外身近にあったのかもしれないと感じます。
　私自身、学生時代は十大学合同セミナーや国際学生
会議などに参加したり、4年次にロシアとキルギスに留
学したりするなど、大学の枠を気にせず興味の赴くまま

に活動していましたが、母校の友人たちから学び、自分
の役割を考えて動くように心がけておりました。その姿
勢は現在の仕事にも生きています。また、国もセクター
も多種多様なプロジェクトに関わる中で、自分の知らな
い領域に好奇心を持つ、まずは資料を読み込んでみる、
という姿勢は、東京女子大学のリベラルアーツ教育によっ
て身に付いたと実感しています。
　在学生の皆さんもチャンスが訪れたときには、ぜひ臆
せず飛び込んでみてください。事前準備ももちろん大切
ですが、いざという時は「打てなくてもいいからバッター
ボックスには立とう」という気持ちで私自身も臨んできま
した。周囲のサポートに感謝しつつ、そのマインドを大
切にして、思い切り挑戦していってほしいと思います。

2019年度現代教養学部国際社会学科国際関係専攻卒。黒川ゼミ。
在学中から途上国における民間資金活用に関心を持ち、独立行政法人国際
協力機構（JICA）に入構。民間連携事業部にて、融資案件のモニタリングや
日本企業向けの調査スキームを担当。

国際協力の現場に生きる、
東京女子大学の
リベラルアーツ教育

NISHIJ IMA Kumiko

ベトナムでのプロジェクト視察の写真

※「Service and Sacrifi ce（犠牲と奉仕）」の略。キリスト教の精神を表す
言葉で、東京女子大学が考えるリーダーシップを示したもの。
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　私は3年次の春、本格的に就職活動を始めました。当時は興味
のある業界や職種がなかったため、知っている大手企業のインター
ンシップに手当たり次第エントリーしましたが、全て書類選考落選
という結果でした。アピールできる経験がないからだと諦めていま
したが、この状況から脱却したいと思い、夏休み明けからキャリ
ア・センターに通うようになりました。
　ガクチカの添削や面接対策をお願いした際に、結果だけでなく

　キャリア・センターでは、9月上中旬の5日間、今後のキャリ
アを自分事（ワタシゴト）として捉え、行動につなげることを目
的に、1・2年次生を対象としたワークショップを実施しました。
初日には、MBTI診断を活用した自己理解や5日間の目標設定、
協力企業の現場社員によるパネルディスカッションなどを行い
ました。2日目から4日目は、業界の異なる3社の企業（タキヒ
ヨー（株）、（株）JCBトラベル、（株）ジェイアール東日本都市開
発）が「インバウンド」というテーマを基に企画したワークに、学
生たちはチームで取り組みました。日本でこそ買いたい服の企
画や地域を盛り上げる旅行プランの考案、駅ナカショッピングセ
ンターの海外旅行者向けサービスの提案など、多様なテーマに
学生たちは個性あふれるアイデアを出し合っていました。まとめ
となる最終日では、初日に立てた目標を基にした振り返りを通

して、自身の中での変化や成長を言語化しました。参加者から
は「自分に自信を持つことができた」「将来が少し楽しみに感じ
られるようになった」「社会人の解像度が高まった」などの前向き
な感想が多く寄せられました。

「自分らしさ」を大切に

参加者満足度97%！ 「ワタシゴトキャリアラボ2024」を実施しました！

東京女子大学は、 学生一人ひとりが目標を持って充実した生活を送り、自分の適性や希望に合った生き方を見つけることができるように

支援を行っています。 就職活動を終えた学生から後輩たちへの応援メッセージをお届けします。

就 活 応援宣言！ 就職活動をする後輩たちへの
応援メッセージ

第 6 回

経験から得た学びや感情を伝えることが必要だと教えていただき、
「自分らしさ」を大切にしようと思いました。それからは選考に通
る回数が増え、複数の企業のインターンシップに参加することがで
きました。
　4年次の4月から5月には、ほぼ毎日のように就職活動の予定
があり、体力・精神ともに限界を感じることもありました。そのた
びにキャリア・センターの方に相談に乗っていただき、自信を持っ
て面接に臨むことができました。私はキャリア・センターの方のお
かげで納得のいく就職活動ができたと思っています。
　約1年間の就職活動を通して、就活は受験とは違い、偏差値な
どの数値で測れるものではないからこそ難しく、自分の感覚を信
じることが大切だと感じました。何が正しいのか、本当にこの道
でいいのかと不安に感じることもあると思いますが、一人で悩まず、
周りの方を頼ってみてください。

伊藤 香穂

長島・大野・常松法律事務所に内定

   I TO Kaho

国際社会学科 国際関係専攻 4年

「富裕層×インバウンド」で地域を盛り上げる旅行プラン発表の様子
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東
京
女
子
大
学
の

学
生
活
動

　8月に行われたオープンキャンパスで「東女ライ
フイメージワークショップ」を開催しました。受験
生が「東京女子大学に入学したら…」という設定
の下、授業や休み時間の過ごし方、行ってみたい
西荻窪や吉祥寺のお店などを選びながら自分だけ
の時間割を作ることで、大学生活をイメージして
もらおうという企画です。
　この企画は、これまでオープンキャンパススタッ

フとして受験生と関わった経験
と、授業での学びを基に考案し
ました。スタッフとして関わる
中で、「せっかくのオープンキャ
ンパス。東京女子大学の魅力
である“少人数教育”や一人ひ

とりを大切にする環境を入学前から体感してほし
い」という思いを持ちはじめ、学生と受験生がアッ
トホームな雰囲気の中、交流できる機会を作りた
いと考えました。また、当時履修していた「デザ
イン思考」というデザインの基礎を学ぶ授業で、「本
当にいいものは妄想から生まれる」という言葉を
聞き、そこから、受験生自身に楽しい未来を“妄想”
してもらうことで、進路選択や受験勉強が少しで
も楽しくなるのではないかと考えました。
　開催にあたり大変だったことは、受験生に時間
割を組んでもらう際に選んで
もらう「授業のレビュー」作
成です。先輩、後輩、同級生
15人以上に協力してもらい、
各専攻の授業からおすすめの

授業を挙げてもらいました。課題が大変だったも
のから、楽しかったものまで、およそ50個の授
業レビューを集めました。さらに、西荻窪と吉祥
寺のランチやスイーツをまとめたガイドも作成し
ました。
　当日は高校２年生が多く参加し、保護者の方も
見学してくださいました。在学生３名で高校生の
サポートにまわり、会話を楽しみながら受験生に
時間割を組んでもらいました。初めての企画で、
受験生の緊張をほぐすことに当初は苦労しました
が、東京女子大学での充実した学生生活の様子を
少しでも高校生に伝えられたのではないかと思い
ます。
　私は、やりたいことについて、まずは「こんな
感じかなあ」とイメージしてみることから、全て
始まるものだと思っています。その「かなあ」を体
験できる場所が東京女子大学になれるよう、今後
も学生広報スタッフとして広報活動の幅を広げた
いと考えています。

受
験
生
に
未
来
を
想
像
す
る
わ
く
わ
く
を

8/3（土）のオープンキャンパスで、学生広報スタッフ有志の学生らが受験生対象の特別企画を行いました。

企画の経緯や当日の様子について語っていただきました。

年度 月 オープンキャンパス

特別企画

もしもあなたが東女生だったら…？

もしあなたが東京女子大学に入学して大学生活を送るとしたら…

どんな授業を取ってみたい？

空きコマ 授業の無い時間 をどこで作りたい？

空きコマの時間にはどんなことをしたい？

あなたの理想の大学生活を、一緒に考えてみませんか…？

【 本日の担当 】

歴史文化専攻  年

大学のおすすめスポット：本館

購買横小ホールのソファ

趣味：アイドル・ライブに行くこ

と 美術館巡り・演劇鑑賞

コミュニケーション専攻  年

大学のおすすめスポット：桜寮・
図書館  階窓側の自習スペース 
趣味：女子アイドル現場に行く・

散財と節約・作曲
旧  サーフィン

日本文学専攻  年

大学のおすすめスポット：チャペル・

図書館のリフレッシュスペース

２号館３階

趣味：読書・ドラマを見ること・水族

館に行くこと・ミニチュア製作・手芸

自ら「問い」を立て、学びを深め、
学ぶことを楽しむ学生の姿を紹介します。

栗本 歩夏

人文学科 歴史文化専攻 3年
東女COLOR

   KURIMOTO Ayuka

当
日
使
用
し
た
ワ
ー
ク
シ
ー
ト

東女COLORは、広報課公認の
学生広報Instagramアカウント
です。学生広報スタッフの有志
で運営を行っています。
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　3年次の秋、就職活動が本格化し、将来について真剣に考えたとき「まだ学生
のうちに経験したいことがたくさんある。東京女子大学で見つけた自分の専門分
野をもっと学びたい」と思い、留学を決意しました。時間的制約がある中での留
学実現への道のりは険しかったものの、自分が海外で学びを深めている姿を信じ
て突き進んだ結果、新渡戸稲造国際奨学金を受給しながら、英国のUniversity 
of Glasgowへ１年間の認定校留学をする運びとなりました。
　留学先では東京女子大学と同様に、20名ほどの少人数で授業を受けました。
言語的ハンデのある中、当初は食らいつくのに必死でしたが、支えになったのは
現地のクラスメイトでした。レポート執筆時は一緒に作業し、煮詰まった時はお
やつを食べながら一呼吸置くことで、気分転換しながら共にやりきりました。
　生活面では、大学の寮に入り4名のフラットメイトと共同生活を送りました。フラットメイトの提案により、毎晩当番制で夕食を作
り一緒に食卓を囲むことで、その日の出来事から互いの文化の話まで、多くの対話をしながら交流を深めました。帰国した今でもや
りとりの続いている、大切な友人です。
　留学中は、自身のコンフォートゾーンから飛び出し、現地の人々と交流を重ねることで、自分の価値観を見つめ直すことができました。
これからも留学中の前向きな姿勢を忘れず、自分自身を高めていきます。

（国際社会学科 社会学専攻 4年　合田 摩伊）

　私は日本のアニメが好きで中国から日本に留学し、現在は東京女子大学の人文
学科日本文学専攻に所属しています。授業では文学の学びに加えて、日本語学の
奥深さについても学んでいます。また、社会言語学ゼミに所属し、方言の研究を
進めています。方言に関して地域とのつながりの中で調査することで、その地域
ならではの魅力を発見することができました。 
　東京女子大学は他専攻の授業も履修可能で、コミュニケーション専攻や心理学
専攻の授業も興味に応じて幅広く学ぶことができています。
　学内には多くのサークルがあり、私は室内アンサンブルのサークルに所属し、
初心者ながらチェロを学びました。皆と協力して演奏し、合宿での練習も印象深
い経験でした。また、サークル活動だけでなく、ボランティア活動や文化祭などのイベントも盛んです。そうした機会に恵まれ、視野
を広げることができました。
　留学中、異なる文化背景や考え方を持つ人と多々交流できました。文化的な違いが多くあっても、真心は同じだと感じています。

 （人文学科 日本文学専攻 4年　白 鈺鈺）

東京女子大学は、留学・語学研修のほか、国内外にてさまざまな国際交流の機会を提供しています。

2023年度は、 21名の在学生が協定校留学・認定校留学を経験しました。

今回は英国へ認定校留学した本学の学生、東京女子大学で学ぶ外国人留学生の2名が各々の体験を語ります。Vol.9

【今号のテーマ】

留学生報告

フラットメイトとアムステルダムに旅行に行った時の写真

北海道に行った時に撮った写真
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　私の専門は日本語学（現代語）です。言葉にはさまざ
まな側面があります。音声、文字、文法、意味、運用（敬
語・男女差など）。他の言語と共通の事柄もあるし、違
いもある。歴史的に変化もしてきている。言葉を知るこ
とは人間を知ることでもあると思います。

　東京女子大学には、大型コンピュータが早い時期に
導入され、日本文学専攻（かつては日本文学科）の授業
として「言語情報処理」が設けられ、今も続いています。
最近は、第三次 AIブームで、生成 AIがもてはやされて
いますが、私は、第二次 AIブームの時（1980年代）に、
企業で機械翻訳のプロジェクトに携わっていました。そ
の頃はルールベースでしたが、今はデータをベースにす
る仕組みに変わっているので、方法は大きく転換してい
ます。現在、第三次 AIブームの中で、日本語学ゼミの
後輩たちが、各所でデータを整備する仕事に携わって

います。一度は、第二次ブームが終わって、自然言語
処理は見込みがないかのようになっていましたが、世の
中は螺

ら
旋
せん

状に進んでいくのだと思わされます。
　近年はコーパス言語学が盛んになり、国立国語研究
所他で、大規模なコーパス（電子化された言語資源）を
構築し、それを基に分析する研究が増えています。

　日本語を計量的に分析するための学会、計量国語学
会が1956年に設立されましたが、その事務室は、今、
私の研究室の中にあります。私の恩師である水谷静夫
先生（東京女子大学名誉教授、2014年逝去）が設立に
関わった学会です。

　もう一つ、辞書の仕事もしていて、『岩波国語辞典』
の改訂作業を行っています。これも、水谷静夫先生が
初版から関わっていた辞書です。100年のスパンで現
代語を考え、変化にも対応していく、大切な仕事である
と思っています。　

　最近、役割語研究（アニメや映画の言葉）やSNSの言
葉の研究、歌詞研究を行う学生が増えています。生成
AIの翻訳と人間の翻訳者の翻訳とを比較したものもあ
り、多様です。日本語の今とこれからについて、学生と
ともに考えています。

日本文学専攻 丸山ゼミ

第 13 回

ゼ
ミ
のの

小
窓

日本語を考える

東京女子大学大学院文学研究科日本文学専攻修士課程修了。博士（文学）。
日本アイ・ビー・エム株式会社東京基礎研究所研究員を経て、1987年度
より東京女子大学教員。

人文学科 日本文学専攻 教授

丸山 直子

計量国語学（統計学的な方法を用いて、言語や
言語行動の量的側面を研究する学問分野）の
事典。計量国語学会が編集。

本学名誉教授だった故水谷静夫先生が初版
（1963年刊）から関わり、現在、水谷ゼミの卒
業生が中心に改訂に関わっている国語辞典。

『計量国語学事典 新装版』
（朝倉書店、2009年刊行、2020年新装版）

計量国語学会 編

『岩波国語辞典 第八版』
（岩波書店、2019年）

西尾 実 他編

入門コンテンツ

日本語の研究

最近の卒業論文

コンピュータと日本語学
計量国語学会

国語辞典

   MARUYAMA Naoko
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国際交流 2024

髙野 真希   TAKANO Maki

国際英語学科 国際英語専攻 ２年

　私はこの夏、Mariyahさんと楽しい時間を過ごすことができただ
けでなく、英語習得に対するモチベーションの向上、日本文化の素
晴らしさに改めて気付くことができました。
　学部2年次が始まった当時の私は、1年次の時よりも英語を話すこ
とには慣れていたものの、まだまだ自分の英語に自信がなく、特に
ネイティブスピーカーと会話をする時には緊張していたように思いま
す。しかし、彼女と知り合い、連絡を取ったり一緒に出掛けたりす
るうちにスムーズに英語が出てくるように
なり、問題なく英語で意思疎通ができる
ようになりました。「自分の英語が伝わる」
という経験は、私に喜びをもたらし、さ
らなる英語学習への向上心を芽生えさせ
ました。
　また、彼女との交流の中で特に印象深かったことは、私が思って
いた以上に日本の文化が海外で浸透していると実感したことです。
彼女が茶道に興味を持っていたことを知った私は、当時参加し始め
た茶道サークル（茶釜の会）に彼女を誘いました。初めて一緒にお稽
古をしたとき、お抹茶をたてるのも、お点前をするのも、恥ずかし
ながら日本人の私よりも彼女の方が知識も豊富で技術も高かったの
です。彼女の通うMount Holyoke Collegeにはお茶室があり、
定期的にお茶会が開かれるそうです。日本の茶道は、今や世界の
茶道になっていることを知りました。日本文化をリスペクトし、さら
に学ぼうとする彼女の姿勢に、私は胸を打たれました。
　以前の私は、「隣の芝生は青く見える」ということわざのように、
日本の文化よりも、目新しい海外の文化にばかり注目していたと思
います。外国の文化だけでなく、まずは日本の美しい文化を知り、
体感し、学ぶことは、これから留学を控える私にとって大きな豊か
さをもたらすと思います。現在も私は、茶道の美しさに惹かれお稽
古を続けています。
　最後に、Mariyahさんとの時間は本当に楽しく充実していました。
同い年ならではの話や、東京の街へのお出かけは刺激的で楽しく、
今でも懐かしく思います。単なる交流ではなく、私は彼女とお友達
になれたことをとてもうれしく、光栄に思います。
Hope to see you again, Mariyah! :)

※東京女子大学は2004年度よりアメリカの Mount Holyoke College と協定を結び、
毎年インターンシップ学生を受け入れています。

Mariyahさんとの交流を通して

Mariyah Al Tayb

Mount Holyoke College
Art Studio Major, Art History Minor

       This past summer, I had the incredible opportunity 
to travel to Japan for the fi rst time and intern in the En-
glish department at Tokyo Woman’s Christian Universi-
ty. It was a journey that fulfi lled a long-standing dream 
of mine to visit Japan, a country I had always been fasci-
nated by. However, alongside my excitement was a sense 
of nervousness as I could neither read nor write in Jap-
anese. I had also heard a lot about “culture shock,” and 
while I thought I was mentally prepared, nothing could 
truly prepare me for the reality of living in Japan.
       From the moment I arrived in Tokyo, I encountered 
a world that felt completely diff erent from anything I had 
experienced. Coming from a multicultural background, 
having grown up between the U.S. and Saudi Arabia, I 
was used to diverse environments. In Japan, however, I 
was struck by the cultural homogeneity. It was a hum-
bling experience. The language barrier also presented 

challenges, especially when faced 
with the complexity of kanji despite 
my two years of Japanese classes. 
Learning a language in an environ-
ment where only Japanese is spoken 
has improved my communication 
skills and forced me to remember 

what I learned in class while simultaneously adding new 
words and phrases.
       What made this journey particularly meaningful 
was the exchange of stories and cultures. I came to Ja-
pan eager to learn more about the country, and I was 
fortunate to explore various aspects of the culture, from 
the serene “Sado” tea ceremony classes to the vibrant 
landscapes of diff erent prefectures. Japan’s respect for 
tradition, its deep connection to nature, and the warmth 
of its people were all incredible to experience fi rsthand. 
It has also now become my inspiration to redirect my art 
practice to represent it.
       As I refl ect on my time in Japan, I realize how trans-
formative the experience was. It pushed me to step out-
side my comfort zone, navigate a new language and cul-
ture, and, most importantly, connect with others through 
our shared stories. My journey reinforced the belief that 
experiencing another society firsthand is invaluable. I 
would encourage anyone to take that leap, explore a 
new culture, and embrace the challenges that come with 
it. The friendships, memories, and personal growth I 
gained in Japan are things I will carry with me forever, 
and I wouldn’t trade that experience for anything.

My Journey in Japan
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　2024年に竣工100周年を迎えた7号館では、建物
の空調更新に合わせて改修工事を行いました。
　7105教室では、工事の過程で創建当時の壁が現
れ、これをヒントとして可能な限り当時の趣を再現し
た仕上げといたしました。

　9月25日（水）、大阪女学院中学校・高等学校と高
大連携協定を締結しました。
　大阪女学院中学校・高等学校との
協定が、本学にとっては13校目の高大
連携協定締結となります。

育改革、大学組織の活性化に尽力されました。また、コ
ロナ禍では学生が学ぶ機会を失わないよう、教育環境の
整備を指揮するなど学長としてのリーダーシップを発揮さ
れました。

　2024年度川上貞子奨学生と江口裕子大学院奨学
生が決定し、7月26日（金）に学長室で授与式を行いま
した。授与式では森本学長より授与者へ激励の言葉
が贈られ、各々の研究内容に基づき懇談を行いました。
　川上貞子奨学金は研究を継続したいと考える本学
出身者に、また、江口裕子大学院奨学金は成績優秀
な大学院生に授与しています。両奨学金とも大学院生
を支援するためご遺贈に基づき創設された貴重な奨
学金です。今年度は両奨学金の授与式を合同で行い、
互いの研究内容を聞くことができる機会としました。

　東京女子大学は、2025年4月に学科再編を予定して
います。この改革を機に、本学のリベラルアーツならでは
の学びや、その魅力を広く知っていただくためのプロジェ
クトを6月3日（月）より開始しました。
　各学科の教員と学生でセッションを行い選定した、現
代教養学部全体と2025年に再編予定の6つの学科から
の問いを、日本経済新聞や東京都内を中心とした屋外
広告・車内広告にて「出題」（掲出）しました。

　令和6年秋の叙勲において、茂里一紘前学長が瑞宝中
綬章を受章されました。茂里先生は、本学の創立100周
年に当たる2018年4月に第16代学長に就任され、アジ
アの大学との国際交流を拡充されるとともに、本学の教

　7月3日（水）、英語センター・LARECE（Liberal Arts 
Research and Education Center for English）は
エジンバラ大学（Moray House）よりDarío Banegas
先生をオンラインにてお招きし、本学とエジンバラ大学、
上智大学、国際基督教大学をつなぐ「第1回Bridging 
CLIL and Liberal Arts フォーラム」を開催しました。
Banegas先生は内容言語統合型学習（CLIL）の専門
家で、『言語使用の4つのポイントでCLILとリベラルアー
ツを繋ぐ』を演題に、学習の振り返りに使う言語の大切
さについてお話しされました。本学3名、上智大学言語
教育研究センター5名、国際基督教大学ELA 1名の教
員が参加し、熱心に質疑応答を行いました。

7つの「問い」の
詳細はこちら

2025年度の教学改革を契機に始動する
“ブランド変革”プロジェクト
「問いプロジェクト
-TONJO QUESTION-」

「第1回Bridging CLIL and 
Liberal Arts フォーラム」開催報告

茂里一紘前学長が瑞宝中綬章を受章

大阪女学院中学校・高等学校との
高大連携協定締結について

7号館の改修工事

2024 年度川上貞子奨学金・
江口裕子大学院奨学金授与式
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2024 年度父母懇談会
　9月14日（土）、学内で父母懇談会を開催し、約420世
帯のご家族にご来場いただきました。
　森本学長、小田現代教養学部長による本学の教育に
ついての現況の報告、就職や留学の説明を行いました。
今年度は就職活動を終えた在学生の体験談もあり、大
変好評でした。学生によるキャンパス・ツアーや教職員に

よる個別面談にも多くの方にご参加いただきました。
　学友会公認サークルを代表して、洋画研究会や写真部
が教室で作品を展示し、講堂では合気道部が演武、ワ
ンダーフォーゲル部が活動発表を行いました。日頃の活
動の成果を見ていただく良い機会になりました。

前期末卒業者・修了者 キャンパスを巣立つ
　9月19日（木）、前期末学位授与式を挙行しました。
　森本あんり学長から、以下の告辞がありました。

　先日、本学の同窓会会報で同窓生で歌人の入谷いずみさんが『源氏
物語』に触れて、女性が小説を書くには「一人の部屋」が必要だ、と書
いておられました。平安時代の暮らしにそんな贅

ぜい
沢
たく

は本来ありません
が、夫に先立たれた紫式部にはそれがあった、ということです。本学
の寮には、創立時から「一人部屋」があります。それは、女性が独立し
た一人の人格となるために、一人になる場所が必要だ、と考えられた
からです。一人で読み、考え、祈る。皆さんも、それぞれ自分の心に「一
人の部屋」を持ってください。そこで神と向き合い、心を静めて、歩み
出すべき一歩を見定める。そういう時を持ってください。そして、ご自
分の「内なる光」を、世の中の人々に輝かせてください。その時、皆さ
ん一人ひとりが「光る君」になります。卒業おめでとう。

2024 年度　前期末卒業者・修了者数

現代教養学部

国際英語学科 国際英語専攻 2

人文学科 哲学専攻 1

国際社会学科

国際関係専攻 4

経済学専攻 3

社会学専攻 1

心理・コミュニケーション学科 コミュニケーション専攻 2

数理科学科
数学専攻 2

情報理学専攻 1

大学院（博士前期課程）

人間科学研究科 人間文化科学専攻 1

計 17

謹 弔

お悔やみを申し上げます。
本合 陽先生
2024 年 5 月 1 日ご逝去　66 歳

2002 年 4 月 文理学部 英米文学科 助教授就任
2005 年 4 月 文理学部 英米文学科 教授就任
2024 年 3 月 現代教養学部 国際英語学科国際英語専攻 退職
学科主任、専攻主任、学生委員長などを務められた。

「2025年に定年退職しても2年は非常勤しようかな（笑）」という本合先生の計画が狂うことなどご本人も私たち
も夢にも思わず、突然のご病気による今年3月の早期退職も5月のご逝去もいまだに受け入れ難い。2002年に
本学に赴任して以来、多くの仕事を一緒にし、互いの連れ合いも交えての会食など思い出は尽きない。いつも
優れた問題解決能力を発揮し、学生委員長、大学院学生委員長などを歴任し、2018年度の国際英語専攻発
足時には、学生全員が半年留学する体制構築に専攻主任として大きな役割を果たし、しかも同年日本英文学会
全国大会を本学で開催するなど超人的な活躍であった。パンデミックの中、文字通り専攻をけん引してきた。研
究面ではクイア批評の分野で大きな業績を残し、著書『絨毯の下絵：十九世紀アメリカ小説のホモエロティックな
欲望』で博士号を取得された。アメリカ学会では常務理事・年報編集長を務め、ここ3年は女性学研究所の共
同研究「ジェンダーのゆらぎ」の代表者として、成果をまとめようとしていた矢先のご病気であった。
 　退職後にご自身で研究室を整理する予定であったが、ご逝去後はご家族から一任され、ご存命の頃のままの
研究室を空にするという心折れる作業を専攻で行った。その際に見つけたのが、学生たちから贈られた「唇の絵
のカード入れに入った先生の写真」。同性愛を扱った戯曲Stop Kissを彼らと共訳・出版したときのものである。
先生は常に学生と真摯に向き合い、研究の楽しさを分かち合うことに喜びを見いだす人でもあった。急に先生と
連絡が取れなくなったと卒業生からいまだに問い合わせが来る。今も廊下を颯爽と歩かれる姿が目に浮かぶ。

溝口 昭子   MIZOGUCHI Ak iko本合陽先生を偲んで 国際英語学科 国際英語専攻 教授

『ストップ・キス』
（新水社、2005年）

ダイアナ・ソン 著
本合 陽 監修
東京女子大学
ストキス翻訳の会 翻訳

『絨毯の下絵 :
十九世紀アメリカ小説の
ホモエロティックな欲望』

（研究社、2012年）

本合 陽 著
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2023年度決算について
　2023年度決算について、概要をご説明いたします。
　事業活動収入は5,367百万円で、前年度比103百万円の減収となりました。入学金収入の減少、雑収入の減少等によりま
す。事業活動支出は5,194百万円で、前年度比4百万円増加しました。食堂リニューアル費の増等によるものです。また、キャ
ンパス整備計画に基づく第2号基本金組入れを行いました。
　以上の結果、基本金組入前当年度収支差額は173百万円と前年度比108百万円減少、基本金組入後当年度収支差額は
105百万円、前年度繰越収支差額に当年度基本金取崩額及び当年度収支差額を加算した翌年度繰越収支差額は2,118
百万円です。今後とも財政状態の向上、安定した経営基盤の実現に努めてまいります。

※2023年度決算の詳細は、事業報告書と共に本学公式サイトでご覧いただけます。

N O T I C E

安藤 由紀美
事務局長

2023年度決算

2024年度教育後援会評議員会報告

●教育後援会 2023 年度決算および2024 年度予算 ●2023年度の東京女子大学への寄付金の使途

●2024年度の東京女子大学への寄付金の使途

決算は2023年4月1日から2024年3月31日
予算は2024年4月1日から2025年3月31日まで

　東京女子大学教育後援会は学部生のご父母からなる組織で
す。ご父母の皆さまには日ごろより本学の教育事業に多くのご支
援を賜り誠にありがとうございます。
　2024年度評議員会は7月20日（土）にキャンパスで対面開催
され、九州など遠方からお越しの方もいました。評議員会では、
評議員の委嘱（新入生父母29名、2～4年生父母88名、計117名）、
前年度決算と本年度予算の承認（それぞれ下記参照）および会長

と副会長の選出が行われました。新会長は安本勉様、新副会長
は大川世紀様（再選）、石井康夫様です。2023年度会長平賀尚
史様は今回をもって退任されました。平賀様のご尽力に感謝いた
します。評議員会終了後には11号館で懇談会を行いました。本
学からは、学長、副学長、学部長、全学共通教育部長、専攻
主任等が参加し、和やかな雰囲気で懇談の時を持つことができ
ました。

11号館1階食堂什器更新費用一部補助
視聴覚機器更新費用一部補助
キャリアカウンセラー委託費補助
学術情報ネットワーク費用一部補助
グラウンド天然芝年間維持管理費
食堂運営業務委託費一部補助
学生の電話健康サポート委託費
学生活動補助（大学祭補助金）
学生の文化活動支援
 ・東京国立博物館キャンパスメンバーズ年会費
 ・国立美術館キャンパスメンバーズ年会費
 ・国立科学博物館大学パートナーシップ年会費
学生相談室カウンセラー増員費用補助

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.
10.

11.

学術情報ネットワーク費用一部補助	
キャリアカウンセラー委託費補助
視聴覚機器更新費用一部補助
グラウンド天然芝年間維持管理費
オンライン面接用個室ブース導入費用
授業期間中の図書館開室時間延長
食堂運営業務委託費一部補助
学生の電話健康サポート委託費
学生活動補助（大学祭補助金）
学生の文化活動支援
 ・東京国立博物館キャンパスメンバーズ年会費
 ・国立美術館キャンパスメンバーズ年会費
 ・国立科学博物館大学パートナーシップ年会費
学生相談室カウンセラー増員費用補助

15,007,150円
14,000,000円
10,790,000円
7,550,000円
5,280,000円
1,500,000円
1,439,900円
1,100,000円

872,950円
262,000円
370,000円
240,950円
600,000円

計　58,140,000円

20,690,000円
11,550,000円
9,310,000円
5,570,000円
4,570,000円
2,000,000円
1,500,000円
1,440,000円
1,100,000円

880,000円
260,000円
370,000円
240,000円
600,000円

計　59,210,000円

（単位：円）

R E P O R T

森田 光則教育研究支援部 学生生活課 課長

科 目 2024年度予算額 2023年度決算額
Ⅰ収入の部
１会費収入 65,480,000 64,690,000
　現代教養学部 65,480,000 64,690,000
２前期末会費未収入金収入 60,000  30,000
３利子収入 10,000   196
４期末会費未収入金 　　　　　　　― △ 60,000
当期収入合計（A） 65,550,000 64,660,196
前年度繰越金 610,000 450,184
収入の部合計（B） 66,160,000 65,110,380
Ⅱ支出の部				  
１事業費 65,170,000 63,566,145
　広報誌関係費 2,960,000 2,938,360
　父母懇談会（学内） 1,200,000 632,051
　父母懇談会（学外） 1,800,000 1,855,734
　東京女子大学への寄付金 59,210,000 58,140,000
２事務費 990,000 927,033
　消耗品費 100,000 79,196
　印刷費 20,000 19,090
　通信費 100,000 97,310
　旅費交通費 480,000 463,800
　会議費 40,000 34,987
　報酬手数料 250,000 232,650
支出の部合計（C）	 66,160,000 64,493,178
当期収支差額（A）－（C） △ 610,000 167,018
次年度繰越金（B）－（C） 0 617,202
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新任理事・評議員
N O T I C E

【 理　事 】
【 評議員】

畠山 直子　2024/9/19～2026/9/30
畠山 直子　2024/9/19～2026/4/30

同窓会では、同窓生やそのご家族、在学生を対象に、
さまざまな講座やイベント、観劇会などを主催しており
ます。一般の方に参加していただける企画もあります。
開催概要や申し込み方法、緊急時の中止・延期連絡な
どについては、下記の同窓会ホームページにてお知ら
せしていますので、ご確認ください。

東女ネットワークの会「集い」 【東京女子大学の同窓生対象】
オンライン開催
講師：橋本三奈子氏（84文日）
日時：2025年2月8日（土）13:30〜15:30
働く同窓生も参加できるよう、週末に開催される交流イベント。同窓生や在学
生が、世代を超えてオンラインで情報交換できる機会です。

新卒クラス幹事ウェルカムの会
【2025年3月卒業予定の4年生クラス幹事対象】
オンライン開催
日時：2025年2月27日（木）13:30〜15:00（予定）
卒業を間近に控えた4年生の各クラスの幹事が参加して、同窓会の役員と交流す
る会です。例年、学長も参加して学生たちとオンラインで楽しく語り合います。同窓会ホームページ（9:00～17:00開館　日･月曜日、祝日休館）

ご支援へのお礼
　多数のご寄付を頂き、ありがとうございました。ご芳名のWEBへの掲載は控えさせていただきます。

R E P O R T

　2025年度の授業料、教育充実費、在籍料は、
2024年度据え置きとして決定いたしました。学費の
詳細は、公式サイトにてご確認ください。

2025年度学費について
N O T I C E



東京女子大学は、クリスマスの季節をイエス・キリストの降誕
をお祝いする大切な時として守ります。クリスマスを象徴する
本館前のツリーには光がともされ、チャペルでは、アドヴェン
トの４週間、希望・平和・喜び・愛のともし火として、１週間に
１本ずつロウソクに光がともされていきます。アドヴェント・
キャンドルサービス、クリスマス礼拝、クリスマスコンサート、
クリスマスShop＆Cafeなど、さまざまなイベン
トを行っています。

0 2

0 3

0 6

0 8

1 0

1 2

1 4

TWCU OG TALK vol. 14……西島 くみ子 さん

就活応援宣言！ 第6回……伊藤 香穂

参加者満足度97%！
「ワタシゴトキャリアラボ2024」を実施しました！

はばたけ東女生！……栗本 歩夏

STUDENT PRESS Vol.9……留学生報告

ゼミの小窓 第13回……丸山 直子

Mount Holyoke Collegeとの
国際交流 2024……髙野 真希、Mariyah AI Tayb

茂里一紘前学長が瑞宝中綬章を受章／
2025年度の教学改革を契機に始動する

“ブランド変革”プロジェクト
「問いプロジェクト-TONJO QUESTION-」／
「第1回 Bridging CLIL and Liberal Arts 
フォーラム」開催報告／
大阪女学院中学校・高等学校との
高大連携協定締結について／7号館の改修工事／
2024年度川上貞子奨学金・
江口裕子大学院奨学金授与式／
前期末卒業者・修了者 キャンパスを巣立つ／
2024年度父母懇談会／
謹弔

2023年度決算について……安藤 由紀美／
2024年度教育後援会評議員会報告……森田 光則／
ご支援へのお礼／2025年度学費について／
新任理事・評議員／同窓会からのお知らせ

CHRISTMAS MESSAGE

心のこもった贈り物
……佐野 正子

SPECIAL FEATURE

全ての在学生を対象にした
AI・データサイエンス科目が始動！
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〒167-8585 東京都杉並区善福寺2-6-1 　TEL：03-5382-6476（広報課）
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C h r i s t m a s  i n  T W C U

『VERA』に関するご意見、
ご要望をお寄せください。
QR コードよりご入力ください。

Webアンケート

『VERA』はラテン語で「真実」を意味します。本学の本館
に刻まれている「QUAECUNQUE SUNT VERA」（すべ
て真実なこと）は新約聖書「フィリピの信徒への手紙　第4章
8節」の中の聖句の一節で、自由な学問の場としての本学を
表しています。広報誌『VERA』により、真理の探究の場であ
る本学の「いま」、学生、教育、研究、卒業生の「いま」を伝え
ることを使命として、教職員および学生への公募の結果、新
たな名称として採用されました。

ネーミングの由来

広報誌『VERA』定期購読のご案内
詳しくは、本学公式サイトをご覧ください。


